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〈
修
理
報
告
〉
重
要
文
化
財

概
要
と
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
の
報
告
を
目
的
と
し
て
い
る
。
解
体
修
理
で
得
ら
れ
た
知
見
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
裏
彩
色
が
よ
く
残
っ
て
い
た
上
、

表
裏
を
同
系
色
で
塗
り
分
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
、
表
面
の
汚
れ
除
去
に
よ
っ
て
、
束
帯
の
木
瓜
紋
が
明
瞭
と
な
っ
た
。
本
図
は
後
世
の
修
理
で

上
畳
な
ど
に
補
筆
が
認
め
ら
れ
る
が
、
京
都
・
大
雲
院
本
と
の
比
較
か
ら
制
作
当
初
は
よ
り
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
歿
後
間
も
な
い
遺
像
と
し
て
、

本
図
が
信
長
像
の
ひ
と
つ
の
規
範
と
な
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
さ
ら
な
る
考
察
の
端
緒
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

は
池
長
孟
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
代
表
す
る
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
上
畳
に
座
す

古
漢
宗
陳
(
-
五
三
二

S
九
七
）

の
賛
か
ら
、
天
正
十
一
年
(
-
五
八
三
）
信

長
一
周
忌
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
制
作
時
期
、
目
的
が
明

ら
か
な
、
歿
後
間
も
な
い
遺
像
と
し
て
、
昭
和
三
十
二
年
(
-
九
五
七
）
に
は

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
信
長
像
の
代
表
的
作
品
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
当
館
で
の
展
示
は
も
と
よ
り
、
他
館
の
展
覧
会
で
も
活
用
さ
れ
て
き
た
。

一
方
で
経
年
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
損
傷
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
早

急
に
解
体
修
理
を
行
う
必
要
性
が
出
て
き
た
。
博
物
館
資
料
の
適
切
な
保
存
の

絹
本
著
色
織
田
信
長
像

る
束
帯
姿
の
信
長
像
は
、
画
面
上
部
に
記
さ
れ
た
大
徳
寺
総
見
院
初
代
住
持

重
要
文
化
財
絹
本
著
色
織
田
信
長
像
（
以
下
、
「
神
戸
市
博
本
」
と
称
す
る
）

は
じ
め
に

近
年
当
館
が
実
施
し
た
重
要
文
化
財

要

旨
〈
修
理
報
告
〉

重
要
文
化
財

絹
本
著
色
掛
軸
装

(
1
)
品
質
形
状
（
写
真
1
)

ー
．
作
品
の
構
造
等

絹
本
著
色
織
田
信
長
像

絹
本
著
色
織
田
信
長
像
（
天
正
十
一
年
賛
）
の
解
体
修
理
報
告
。
当
館
の
資
料
保
存
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本
修
理
の

た
め
、
当
館
で
は
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
二
十
七
年
度
に
か
け
て
、
文
化
庁
監

督
の
も
と
で
解
体
修
理
を
実
施
し
た
。
本
稿
は
こ
の
た
び
の
解
体
修
理
と
そ
こ

で
得
ら
れ
た
知
見
の
報
告
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
修
理
の
概
略
は
、
今

回
の
修
理
を
依
頼
し
た
株
式
会
社
岡
墨
光
堂
の
修
理
報
告
書
に
基
づ
く
。
紙
幅

の
都
合
、
神
戸
市
博
本
の
図
像
、
題
賛
、
伝
来
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
機
会
を

改
め
て
紹
介
す
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。

石

沢

俊
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し
て
い
る
。
（
写
真
6
)

本
紙
料
絹
の
ほ
つ
れ
が
見
ら
れ
る
。
（
写
真
5
)

2．修理前の状況

総

紙嵐
折 増 肌 補

塁 れ 塁裏 修伏 紙 絹
梢 悶せ 椿 旦

電
紙 紙 紙 子 材

＾ ^  ＾ ^  
線

宇 美 堵 美 美 劣 料
陀 栖 紙 栖 濃 化
紙 紙

＾ 
紙 紙 絹 名

ヽ ‘ 美
、•―/ ヽ

濃

紙ヽ

福 上 鈴 上 鈴 廣
西
旦
木
旦
木 信

製 製 製 織
物
製 製

作

者

中
箱
屋
郎
箱
。
外
箱

本

紙

縦

7
3
.
2
5
c
m

横
3
6
.
8
C
m

(
4
)
保
存
箱

全

体

縦

1
4
7
.
3
c
m

緯

1
2
0
本

（
平
均
）

経

7
0
本

軸
首

密
度

1
寸
間

(
3
.
0
c
m
角）

総
縁

材
質

絹
糸

(
3
)
本
紙
組
成

(
1
)
品
質
形
状
（
口
絵
3
.
4
)

本

紙

縦

7
3
.
2
5
c
m

横

3
6
.
8
C
m

全

体

縦

1
5
8
.
6
c
m

横

5
5
.
2
c
m

(
2
)
法
量

軸
首

・
中
廻
し
裂
は
、
金
糸
の
断
裂
が
多
く
見
ら
れ
る
。
（
写
真
8
)

総
縁

茶
地
牡
丹
唐
草
文
金
襴

白
茶
地
応
夢
衣
綾

唐
草
唐
花
文
金
鍍
金
金
軸

・
緑
青
、
白
色
、
黒
色
等
の
彩
色
で
膠
着
力
の
低
下
に
よ
る
絵
具
層
の
剥
離

が
発
生
し
、
緑
青
部
分
に
お
い
て
は
粉
状
化
が
進
行
し
て
い
る
。
（
写
真
3
)

・
白
色
絵
具
箇
所
に
以
前
の
修
理
で
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
加
筆
が
見
ら

れ
る
。
（
写
真
4
)

3
1
中
（
平
均
）

2
1
中

x
2

漆
塗
差
込
箱
。
（
写
真
2
)

・
経
年
に
よ
り
、
表
装
全
体
の
厚
み
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
波
打
ち
が
発
生

3
．
修
理
後
の
状
況

中
廻
し
風
帯

(
2
)
法
量

(
3
)
使
用
材
料

茶
地
牡
丹
唐
草
文
金
襴
（
元
の
も
の
を
再
使
用
）

茶
地
応
夢
衣
綾

唐
草
唐
花
文
金
鍍
金
金
軸
（
元
の
も
の
を
再
使
用
）

真

7
)

中
廻
し
風
帯

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
第
34
号

横
5
3
.
4
c
m

・
総
縁
に
点
状
の
染
み
が
見
ら
れ
、
特
に
下
軸
に
多
く
発
生
し
て
い
る
。
（
写

-34- (28) 



〈
修
理
報
告
〉
重
要
文
化
財

・
補
絹
の
箇
所
に
補
彩
を
す
る
。

・
仮
張
り
さ
れ
た
本
紙
と
表
装
裂
地
を
、
掛
軸
装
の
形
に
付
け
廻
し
を
す
る
。

・
表
装
裂
地
は
中
廻
風
帯
を
元
使
い
し
、
総
縁
は
新
調
し
、
肌
裏
を
打
つ
。

・
美
栖
紙
に
て
増
裏
打
ち
を
行
う
。

(
4
)
保
存
箱
等

桐
製
太
巻
添
軸
。
桐
製
屋
郎
箱
゜
漆
塗
紐
付
台
差
外
箱
（
前
田
製
）
（
写

4
．
修
理
方
針

・
掛
軸
装
を
解
体
し
、
本
紙
の
旧
裏
打
紙
を
、
肌
裏
紙
を
残
し
て
除
去
す
る
。

．
膠
水
溶
液
に
て
絵
具
層
の
剥
落
止
め
を
行
う
。
以
下
、
各
工
程
の
進
行
に

応
じ
て
適
宜
剥
落
止
め
を
行
う
。

•
本
紙
欠
失
箇
所
に
裏
面
か
ら
劣
化
絹
に
て
補
絹
を
施
す
。

•
本
紙
の
色
調
に
合
わ
せ
て
、
染
薄
美
濃
紙
に
て
肌
裏
を
打
つ
。

・
表
打
ち
の
養
生
紙
を
除
去
す
る
。

・
折
れ
伏
せ
を
入
れ
、
折
れ
を
直
す
。

・
宇
陀
紙
に
て
総
裏
打
ち
を
行
い
、
仮
張
り
し
十
分
な
乾
燥
期
間
を
お
く
。

．
軸
首
は
元
使
い
し
、
軸
木
、
発
装
、
啄
木
等
を
新
調
し
掛
軸
装
に
仕
立
て
る
。

絹
本
著
色
織
田
信
長
像

・
旧
肌
裏
紙
及
び
、

旧
補
修
絹
の
除
去
を
行
う
。

・
布
海
苔
を
用
い
、
養
生
紙
に
て
表
打
ち
を
行
う
。

．
浄
化
水
に
て
本
紙
表
面
の
汚
れ
を
除
去
す
る
。

写
真
撮
影
を
行
い
、
本
紙
の
状
態
を
調
査
す
る
。

真

9
)

紙
表
面
よ
り
除
去
し
た
。
（
写
真
12)

本
紙
料
絹
及
び
絵
画
層
が
安
定
し
た
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、

(
4
)
汚
れ
の
除
去
及
び
表
か
ら
の
旧
補
修
絹
の
除
去

た
。
（
写
真
11)

製
し
た
膠
水
溶
液
を
塗
布
、
浸
透
さ
せ
、
剥
落
止
め
を
施
し
た
。

を
行
っ
た
。
（
写
真
10)

5
．
修
理
工
程

(
1
)
調
査
、
記
録

・
表
装
及
び
本
紙
の
状
態
を
調
査
、
記
録
し
、
損
傷
の
状
態
等
の
写
真
撮
影

(
2
)
剥
落
止
め

・
墨
書
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
具
層
の
状
態
に
あ
わ
せ
て
濃
度

1
S
2
％
に
調

(
3
)
解
体

・
表
装
裂
地
か
ら
本
紙
を
取
り
外
し
、

・
旧
裏
打
紙
を
除
去
し
た
本
紙
に
、
本
紙
表
面
よ
り
浄
化
水
を
噴
霧
し
、
下

に
敷
い
た
吸
い
取
り
紙
に
水
分
を
吸
わ
せ
る
方
法
を
用
い
て
、
水
溶
性
の

汚
れ
を
除
去
し
た
。

旧
肌
裏
紙
以
外
の
裏
打
紙
を
除
去
し

本
紙
料
絹
の
欠
失
箇
所
よ
り
も
大
き
く
あ
て
ら
れ
て
い
る
旧
補
修
絹
を
本

(
5
)
表
打
ち

・
布
海
苔
水
溶
液
を
用
い
て
本
紙
表
面
に
養
生
紙
3
層
の
表
打
ち
を
行
っ
た
。

二
重
の
包
裂
に
包
み
納
入
す
る
。

桐
製
太
巻
添
軸
及
び
、
桐
製
屋
郎
箱
、
桐
製
漆
塗
外
箱
を
各
新
調
し
、
羽
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神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

•
本
紙
表
面
に
水
分
が
浸
透
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
水
分
量
を
最
小
限
に
調

整
し
、

旧
肌
裏
紙
の
除
去
を
行
っ
た
。

(
7
)
裏
面
調
査

旧
補
修
絹
も
同
様
に
最
小
限
の
水

•
本
紙
裏
面
の
写
真
撮
影
を
行
い
、
調
査
、
記
録
し
た
。
（
写
真

1
5
S
2
0
)

・
電
子
線
で
劣
化
さ
せ
た
本
紙
料
絹
と
同
質
の
補
修
絹
を
、
本
紙
欠
失
箇
所

(
9
)
肌
裏
打
ち

紙
に
て
、
新
糊
（
小
麦
澱
粉
糊
）
を
用
い
、
肌
裏
打
ち
を
行
っ
た
。
（
写

•
新
調
す
る
表
装
裂
地
及
び
元
使
い
の
表
装
裂
地
を
梧
紙
に
て
肌
裏
打
ち
を

・
表
打
ち
除
去
後
、
美
栖
紙
に
て
古
糊
（
新
糊
を

10
年
程
度
涼
暗
所
に
保
存

れ
の
発
生
す
る
可
能
性
の
高
い
箇
所
に
、

一
時
仮
張
り
を
し
て
乾
燥

2
S
3
m
m
の
細
い
帯
状
に
裁
断

•
本
紙
の
折
れ
跡
、
亀
裂
、
欠
失
、
元
使
い
の
裂
地
の
折
れ
跡
及
び
今
後
折

(12)
折
れ
伏
せ
入
れ

(
1
)
旧
補
修
絹
に
つ
い
て

し
た
糊
）
を
用
い
、
増
裏
打
ち
を
行
っ
た
。
（
写
真
22)

・
元
の
も
の
を
調
整
し
た
軸
首
及
び
新
調
し
た
中
軸
、
発
装
、
啄
木
等
を
取

6
．
特
記
事
項

本
紙
料
絹
欠
失
箇
所
に
は
、
表
面
よ
り
補
修
絹
が
補
填
さ
れ
て
お
り
、

旧
補

修
絹
の
な
か
に
は
、
本
紙
欠
失
箇
所
よ
り
も
大
き
く
補
填
さ
れ
て
い
る
箇
所
が

(11)
増
裏
打
ち

さ
せ
た
。

羽
二
重
裂
に
包
み
収
納
し
た
。

施
し
た
後
、
美
栖
紙
に
て
増
裏
打
ち
を
行
い
、

・
桐
製
太
巻
添
軸
及
び
、
桐
製
屋
郎
箱
、
漆
塗
紐
付
台
差
外
箱
を
新
調
し
、

(17)
収
納

(10)
裂
調
整

り
付
け
、
掛
軸
装
に
仕
上
げ
た
。

真
21)

(16)
仕
上
げ

・
矢
車
に
て
染
色
し
た
後
、
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
に
て
色
素
を
定
着
さ
せ
た
美
濃

表
具
を
裏
張
り
し
、
十
分
に
乾
燥
さ
せ
た
。

(15)
乾
燥

に
補
填
し
た
。

し
た
。

•
新
た
に
補
填
し
た
補
絹
部
分
に
本
紙
の
地
色
を
基
調
色
と
し
た
補
彩
を
施

(
8
)
補
絹

(14)
補
彩

（
写
真
24)

分
に
て
除
去
し
た
。
（
写
真
1
3
.
1
4
)

一
時
仮
張
り
を
し
た
。
（
写
真
23)

(
6
)
旧
肌
裏
紙
及
び
旧
補
修
絹
の
除
去

第
34
号

•
本
紙
及
び
表
装
裂
地
を
接
合
し
掛
軸
装
の
形
に
整
え
た
後
、
宇
陀
紙
を
用

い
て
古
糊
に
て
総
裏
打
ち
を
行
い
仮
張
り
を
し
て
、
十
分
に
乾
燥
さ
せ
た
。

（
認
）
付
け
廻
し

行
っ
た
。
そ
の
後
、

し
た
薄
美
濃
紙
を
用
い
て
、
新
糊
に
て
補
強
の
た
め
の
折
れ
伏
せ
入
れ
を
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〈
修
理
報
告
〉
重
要
文
化
財

(
3
)
顕
微
鏡
写
真
に
つ
い
て

（
写
真
2
5
.
2
6
)

(
2
)
甲
板
に
つ
い
て

あ
っ
た
。
本
紙
料
絹
と
旧
補
修
絹
の
重
な
る
箇
所
で
は
、
今
後
本
紙
の
巻
き
解

き
等
の
過
程
で
擦
れ
や
更
な
る
本
紙
欠
失
の
進
行
等
の
損
傷
の
原
因
に
な
る
こ

そ
れ
以
外
の
旧
補
修
絹
の
補
填
箇
所
に
つ
い
て
は
、
表
打
ち
を
行
い
、

旧
裏

旧
補
修
絹
の
除
去
を
行
っ
た
後
、
本
紙
料
絹
の
組
成
調
査
に
基
づ
い
た
補
修

絹
を
新
た
に
準
備
し
、
本
紙
料
絹
欠
失
箇
所
に
補
修
絹
を
補
填
し
た
。

旧
保
存
箱
に
は
、
過
去
の
保
存
箱
の
甲
板
（
墨
書
あ
り
）
が
収
納
保
存
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
甲
板
は
、
本
紙
の
由
来
を
示
す
貴
重
な
史
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
調
す
る
保
存
箱
の
底
に
本
紙
と
共
に
収
納
す
る
こ
と
と
し
た
。
甲
板
の
周
囲

は
他
の
材
で
補
強
さ
れ
て
い
た
が
、
保
護
す
る
強
度
を
失
っ
て
い
た
。
こ
の
甲

板
を
保
護
し
、
強
度
を
保
っ
た
め
に
甲
板
の
周
囲
に
新
し
い
材
を
取
り
付
け
た
。

本
紙
の
表
裏
両
面
よ
り
料
絹
及
び
絵
具
、
墨
等
の
顕
微
鏡
写
真
の
撮
影
を
し
、

調
査
を
行
っ
た
。｀
 

こ
の
た
び
の
修
理
を
通
し
て
、
新
た
に
得
ら
れ
た
知
見
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

絹
本
著
色
織
田
信
長
像

打
紙
を
全
て
除
去
し
た
後
、
裏
面
よ
り
旧
補
修
絹
の
除
去
を
行
っ
た
。

と
が
考
え
ら
れ
た
た
め
、
表
面
よ
り
除
去
を
行
っ
た
。

に
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

(
1
)
裏
彩
色

解
体
前
の
調
査
で
は
、
裏
彩
色
は
過
去
の
修
理
で
か
な
り
剥
落
し
て
い
る
と

想
定
し
て
い
た
。
旧
肌
裏
紙
を
除
去
し
た
結
果
、
裏
彩
色
は
き
わ
め
て
よ
く
残
っ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
信
長
の
顔
、
束
帯
、
畳
な
ど
、
全
面
に
わ
た
っ
て

丁
寧
に
裏
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
裏
面
の
絵
画
部
分
に
白
色
の

み
を
施
す
の
で
は
な
く
、
表
面
と
同
じ
色
で
塗
り
分
け
を
行
う
の
は
き
わ
め
て

(
2
)
木
瓜
紋

絵
画
面
の
汚
れ
を
除
去
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
束
帯
に
施
さ
れ
て
い
た
文

様
が
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
文
様
は
織
田
家
の
家
紋

な
お
、
神
戸
市
博
本
と
同
様
に
右
手
に
杓
を
垂
直
に
持
ち
、
左
脇
に
腰
刀
を

倶
き
、
上
畳
に
座
す
る
束
帯
姿
の
信
長
を
描
い
た
作
例
は
い
く
つ
か
確
認
さ
れ

て
い
る
。
な
か
で
も
、
京
都
・
大
雲
院
本
（
江
戸
時
代
前
期
）

で
は
、
神
戸
市

博
本
と
同
様
に
束
帯
に
木
瓜
紋
が
施
さ
れ
て
い
る
一
。
神
戸
市
博
本
は
後
世
の

修
理
過
程
で
畳
縁
な
ど
に
補
筆
が
認
め
ら
れ
る
が
、
当
初
は
大
雲
院
本
の
よ
う

大
雲
院
本
は
帳
と
御
簾
を
上
部
に
配
し
、
神
殿
に
座
す
信
長
1
1
神
格
化
さ
れ

た
信
長
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
図
像
の
共
通
性
か
ら
考
え
る
に
、
歿
後
間
も

な
い
遺
像
で
あ
る
神
戸
市
博
本
は
、
信
長
が
神
格
化
さ
れ
る
過
程
で
ひ
と
つ
の

で
あ
る
木
瓜
紋
と
考
え
ら
れ
る
（
画
像
3
3
.
3
4
)
。

珍
し
い
。
（
写
真
2
7
s
3
2
)

(31) -37 -



神
戸
市
博
本
の
修
理
に
際
し
て
は
、
文
化
庁
の
重
要
文
化
財
修
理
事
業
費
国
庫

補
助
な
ら
び
に
公
益
財
団
法
人
住
友
財
団
の
文
化
財
維
持
・
修
復
事
業
助
成
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
本
図
の
修
理
な
ら
び
に
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
株
式

[
附
記
]

伝
来
の
検
討
な
ど
は
引
き
続
き
考
察
を
進
め
、
改
め
て
紹
介
し
た
い
。

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

規
範
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
他
の
信
長
像
と
の
比
較
、

第
34
号

会
社
岡
墨
光
堂
及
び
岡
岩
太
郎
氏
の
協
力
を
得
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
、
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

『
戦
国
時
代
展
』
図
録
（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
・
京
都
府
京
都
文
化
博
物
館
・

米
沢
市
上
杉
博
物
館
・
読
売
新
聞
社
編
、
読
売
新
聞
社
発
行
、
平
成
二
十
八
年
）
作
品
番

号
六
〇

-38 - (32) 



〈
修
理
報
告
〉
重
要
文
化
財

絹
本
著
色
織
田
信
長
像

ー 修理前 表具全図

(33) -39-



神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

第
34
号

2
 
旧保存箱

3-2 修理後 修理前損傷

絵具層の剥離（丸部分）、粉状化剥落（緑青）

3
 

-40 - (34) 



〈
修
理
報
告
〉
重
要
文
化
財

絹
本
著
色
織
田
信
長
像

4
 
修理前 損傷 白色絵具の加筆

4-2 修理後

(35) -41 -



神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

第

34
号

5-2 修理後 5
 
修理前 損傷 料絹のほつれ

6
 
修理前 損傷 表装の波打ち

-42 - (36) 



〈
修
理
報
告
〉
重
要
文
化
財

絹
本
著
色
織
田
信
長
像

7
 
修理前 損傷 裂地の染み

8
 
修理前 損傷 中廻し裂の金糸断裂

(37) -43 -



神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

第
34
号

8-2 修理後

，
 

新調した保存箱等

-44 - (38) 



〈
修
理
報
告
〉
重
要
文
化
財

絹
本
著
色
織
田
信
長
像

10 損傷図面

(39) -45 -



神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

第
34
号

11 解体

12 本紙表面からの旧補修絹除去

-46 - (40) 



〈
修
理
報
告
〉
重
要
文
化
財

絹
本
著
色
織
田
信
長
像

13 旧肌裏紙の除去

14 本紙裏面からの旧補修絹除去

(41) -47 



神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

第
34
号

写真 16 旧肌裏紙除去後 裏面 15 旧肌裏紙除去前 裏面

-48 (42) 



〈
修
理
報
告
〉
重
要
文
化
財

絹
本
著
色
織
田
信
長
像

18 補修絹補填後 裏面 17 旧補修絹除去後 裏面

(43) 49 -



神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

第
34
号

写真20 補修絹補填後

透過赤外線撮影 裏面

19 補修絹補填後

透過光撮影 裏面

-50 - (44) 



〈
修
理
報
告
〉
重
要
文
化
財

絹
本
著
色
織
田
信
長
像

21 肌裏打ち

22 増裏打ち

(45) -51 -



神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

第
34
号

23 折れ伏せ入れ

24 総裏打ち

-52 - (46) 



〈
修
理
報
告
〉
重
要
文
化
財

絹
本
著
色
織
田
信
長
像

26 甲板 裏面 補強材取付け後 25 甲板 表面 補強材取付け後

(47) -53 



神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

第
34
号

27 平緒（表）

28 平緒（裏）

-54 - (48) 



〈
修
理
報
告
〉
重
要
文
化
財

絹
本
著
色
織
田
信
長
像

29 束帯（表）

30 束帯（裏）

(49) -55 -



鳳

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

第
34
号

写真31 あご（表）

32 あご（裏）

56 - (50) 



〈
修
理
報
告
〉
重
要
文
化
財

33 束帯胸元の木瓜紋

絹
本
著
色
織
田
信
長
像

34 束帯胸元の木瓜紋（画像加工）

(51) -57 -



(2) 

Arima as the Stage of Medieval Conflict, with a Focus on Ochibayama Castle 

Shun Miyoshi 

Arima, which is located in Kita Ward of the city of Kobe, is one of Japan's leading hot spring resorts, with a 

long history. The main phase of its development occurred during the Middle Ages, peaking after it came under 

the control of Toyotomi Hideyoshi during the second half of the sixteenth century. However, Arima was at 

the center of disputes during the period of its development as a spa area. One of the scenes of these disputes 

was Ochibayama Castle, only the ruins of which remain. Historical documents, though limited, also reveal that 

Ochibayama Castle was the scene of conflict. There is evidence of a battle that occurred in the first half of the 

sixteenth century when Miyoshi Sosan was the castle's owner. This battle was fought by forces based in Settsu 

and Harima. After Miyoshi Sosan's departure, Ochibayama Castle came under the control of the Arima family 

and was no longer an important base. Ochibayama Castle was kept in a state of readiness for the invasion of 

Oda Nobunaga, but Arima and neighboring areas were decimated and Ochibayama Castle was abandoned. 

Arima's history can be deciphered by consulting ancient historical documents and records and by examining the 

geographical features of the Edo period. I believe that a wider range of historical images can be retrieved through 

an analysis that is not confined to Arima's development as a hot spring resort. 

Restoration Report on the Portrait of Oda Nobunaga designated as Important Cultural Property 

Shun Ishizawa 

The Portrait of Oda Nobunaga (dated to 1583), which is designated as Important Cultural Property, was recently 

restored by the Kobe City Museum. This report outlines the restoration process and presents observations relating 

to the preservation of this work. The first observation relates to the use of Ura-zaishiki (reverse coloring) in the 

painting. The colors that were applied on the reverse side of the silk have been well preserved and have not 

faded. In addition, the portrait was painted using the same color types on the front and the back. Second, after the 

painting had been cleaned, the Mokko-mon (the Oda family's crest) on the Sokutai (full traditional ceremonial 

court dress) was clearly visible. Brushwork was applied to restore damaged parts of the painting. Compared 

with the other portrait of Nobunaga Taiun-in, Kyoto, owned, the portrait of Nobunaga in Kobe may originally 

have been more decorative. As suggested in this report, which presents the first findings of ongoing research 

on the portraits of Nobunaga, it is possible that the memorial portrait in Kobe is part of a canon of portraits of 

Nobunaga. 
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